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小学校高学年生走幅跳の跳躍距離を決定する要因

一練習効果についての考察を含めて一

三條俊彦

緒 言

　走幅跳は，陸上競技における跳躍競技のなかにあって，三段跳と共に“Horizontal　Jumps

（水平跳躍種騒）”と称され，より前方遠くへ跳ぶことを競う種琶である。

　跳躍記録は，踏切時における初速一水平速度と垂直速度の合カーと，適切な跳躍角度によ

って，その大部分が決定づけられると言える。これは，踏切後の身体重心の軌跡は，不変の

放物線を描くからである（図15）参照）。

　水平型の跳躍三猿では，より遠くへ跳ぶという特性のために，とくに跳躍距離と助走スピ

ードとの関係が深い。そして，踏切時においては，垂直速度をある程度におさえ，水平速度

をより生かした踏切の遂行が重要であるとされている9）。

　このような種目特性，物理・力学的原理をふまえると，走幅跳の記録達成の構成要素とし

て，疾走能力と踏切力の重要性があげられ，より遠くへ跳ぶためには，とくに，前述のとお

り，踏切においてより速い初速度と適切な跳躍角度を得ることが決定的要素であり，たとえ

ば，着地の有効性などは補助的要素であるとされている9》。

　しかしながら，こういつた物理的原理を大前提としながらも，走幅跳の跳躍距離を獲得す

L且

身体の重心（⑱印）は踏み切り後、一定の放物線を描く。

走幅銚の記録は（Ll＋し2＋しのとなる一L2の畏さは次の式で求められる。

　　　　　　　　　　　　　　　x＝水平初速度（m／秒）

L2二x〔（y十　　y2十29（HL－H2））／9〕

y瓢鉛直初速度（m／秒）

9ニニ重力力【1速度（9．8m）

（H1－H2）；毒茸・着地時の

　　　　重心の高さの差

図1　走幅跳における身体重心の軌跡と記録の決定

　　　「スポーツなるほど事典（佐々木秀幸編：罵野執筆，1984）」による
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るための諸技術（助走・踏切・空中・着地）は，それぞれに重要性を持ち，また，より大き

な跳躍距離獲得のための技術的要点は，年齢層，競技（記録）レベルによって，若干異なる

と考えられる。たとえば，競技者レベルにおいて行われる，そり跳び（ハング・スタイル）

やはさみ跳び（シザース・スタイル）といった空中での動きを，児童・生徒に意識させるこ

とにより，逆にパフォーマンスの低下を生み出す場合があるといった報告8）もなされており，

各技術に共通する要素があることを認識しつつも，児童・生徒に対する指導場面においては，

競技者レベルにおける技術的要点を，そのまま盗てはめることには問題があると考える。

　したがって，体育科教育としての，児童・生徒への，走幅跳における跳躍距離獲得のため

の技術指導を考える上で，まずそれぞれの年齢・記録段階で，どういつだ要素が跳躍距離の

決定に影響を与えているかを知ることが重要であると考える。

　植屋ら2）は，小学生の走幡跳における跳躍距離獲得条件に関し，最終的な記録の獲得は主

として飛行距離（図1のL2）によってもたらされ，そしてその飛行距離は跳躍初速度の水

平成分によってもたらされると報告し，現行の学習指導要領の指導は技術性に関して必ずし

も小学生の走幅跳の実態に即して行われているわけではない，とまとめている。また深代

らu）は，走：幅跳におけるperformance増大のための重要な動作を示すことを目的とした中

学・高校生の走幅跳の分析から，走幅跳の効果的動作を考える上での，着地動作の重要性を

指摘している。

　本研究は，これらの先行研究結果をふまえつつ，小学生走福跳の助走終末局面における視

覚的調整の学習に関する実験における練習を，一種の走幅跳のトレーニングと冤なし，練習

をはさんで前後，すなわち同一被験者の複数機会における走幅跳の，踏切から着地までの局

面におけるフィルム分析により得られたデータから，小学校高学年生（6年生）の走幅跳に

おける跳躍距離決定に影響を与える島流について，変化し得る要圏は何かといった，練習効

果についての考察を含めて検討することを目的とした。

方 法

　実験は，小学生走幅跳の助走終末局面における視覚的調整の学習に関して行われ，実験に

おける練習内容は，奉読，踏切板に足を合わせて行うという課題での6回の走幅跳であり，

特に獲得跳躍距離増大のために種々の方法を用いたり，指示を与えたりしたわけではないの

で，本来の意味で，走幅跳の技術トレーニングを行ったとは言い難いが，そういった状況の

中にあっても，変化し得る要因が認められるかどうか考察を行うこととした。

　実験の被験者は，小学校6年生男子60名であり，本研究では，最後までトレーニングを行

った練習群44名の結果を分析の対象とした。

　被験者ごとにあらかじめ助走距離を決定させ，事前テスト（pre－test）として，岡一助走

距離から6回の走幅跳を行わせ，記録を実測し，踏切から着地までをCanon社製16mmシ

ネカメラ（64f．p．s）により撮影した。その際「助走をしっかり行い，踏切板にできるだけ足

を合わせて全力で跳ぶ」という指示を与え，踏切局藤での視覚的調整を行う課題とした。事

前テストの記録から，被験者を統制群と3つの練習群15興ずつに分けたが，本研究では，練
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図2　分析項目（植屋2｝の図より一部引用改変）
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　　　旨
跳躍距離（cの
踏切距離（Cの
飛守テ謬巨寓住　（C農1）

着地距離（c醗）
踏込重心角度（de8．）
踏切霊心角度（deg。）

着地重心角度（deg．）
踏切蒔，藩地時の露心高の差（C田）
踏込角（deg．）

跳躍角（deg．）

跳躍初二度（隔／sec．）

踏込時踏込脚藤角度（deg．〉
踏込時反対脚膝角度（de8．）

踏込時両大腿のなす角度（deg。）
踏切時踏切脚膿角度（deg．）
踏切蒔振上更綴角度（deg・）

踏切詩両大腿のなす角度（deg．〉
踏切蒔振上脚大腿引き上げ角度（deg．〉
薔地時大転子角度〈deε．〉

着地磯大転子，かかと，上体のなす角農くde8．）

習群3群を一括練習群とした。練習群には週2回頻度でユ1回のトレーニングを行わせた。1

回のトレーニング内容は，事前テストと同様のやり方での6回の走幅跳であった。トレーニ

ング終了後，辣油に事前テストと全く同様に，事後テスト（post・test）を行わせた。

　フィルムの分析は，nac　Sportlas200で行い，図2に示す通りである。なお，一部の項留

は，Sportias　systemで求めたスティックピクチャーをもとに算出した。また，　a項園は実

験時の実測値を用い，b～kの項冒については，計算により求められた重心位置をもとに算

出し，i，1，kについては，3コマ分の重心移動から求めた。璽心の算出については，松井13）の

数回により行った。なおフィルム分析の対象は，事前・事後テスト共に，各被験者6回の試

行のうち，記録の良い方から3試行とした。

結 果

　表1は，対象とした一被験者3試行ずつ，全ての分析結果の平：均値を示したものである。

対象とした被験者44名×3試行ということで，本来132試行分ということであるが，分析段

階で一部データの欠落があり，実際は12！試行分の平均値である。同一被験者が複数回繰り

返した試行と他者の試行を一まとめに扱うことにも問題があろうし，とくに統計的処置のな

い数値の羅列ではあるが，全体的に各項目がどう変化したかをみようとしたものである。

　まずaの跳躍距離が，pre－testからpos琶estへとやや減少しており，跳躍距離の増大を

前提とした練習効果についての考察を行うことは國難であったが，トレーニング前後の各分

析項露の変化をふまえて，跳躍距離決定要因について考察を行おうとした。
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表l　Pre－test，　post－tes曾こおける

　　各項目分析結果全ての櫨の平均

　値
item P「e post

表2　pre－test，　post－testにおける

　　各項蟹分析結果全ての値におけ

　　るa項冒との棺関係数（11＝
　　12！）
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　表2は，表1と同様に，全ての試行，121試行の分析結果を対象とした，各項目のa：跳

躍距離（実測値）との相関係数を示したものである。同一被験者が繰り返した試行もそれぞ

れ独立した試行としてとらえ，全体的にどのような三園が跳躍距離と関わっているかをみよ

うとしたものである。

　n数が大きいこともあって，かなり多くの項霞で有意な相関がみられるが，とくに。の飛

行距離，kの跳躍初速度において，非常に高い根関が認められた。また，　pre－test，　post－test

一貫して危険率1％未満で有意な相関が得られた項露は，c，kのほか，　d：着地距離，

9：着地璽心角度，h：踏切時・着地時の重心高の差，　o：踏切時踏切脚膝角度，　P：踏切

時振上野膝角度，s：着地時大転子角度であった。

　表3は，基本的に表！と同様，各項目の平均値の変化を示したものであるが，各被験者の

代表試行として最高記録を示した試行（best　record試行）のみを対象として算出した値で

ある。また，各項目ごとに，pre－testとpost－testの比較の意味でのt検定の結果と，それ

ぞれの項目で，pre－testからpost－testへと平均値がどのように変化したかを，　t値におけ

る有意差の有無にしたがって示したものである。

　t検定により，危険率1％未満で平均値が減少した項目としてb：踏切距離，e：踏込重
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表3　pre－test，　post－testの各被験者のbest　record

　　試行における各項醸の平均値及びbest　record　　表4　pre－test，　post－testの各被験者

　　試行の各項霞間のt検定のt値（n＝44），変化　　　　のbest　record試行における各項

　　の様相　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒のa項騒との相関係数（n謹44）
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　0．046

－0．094

－0．350＊

　0，553寧＊
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＊　P＜0，05　　　　＊＊P〈0．01
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心角度，9：着地重心角度，k：跳躍初速度，　o：踏切時踏切脚膝角度，　P：踏切時振．ヒ脚

膝角度，s：着地時大転子角度があげられ，岡様に危険率1％未満で平均値が増大した項目

として，d：着地距離　f：踏切重心角度があげられる。また，　a：跳躍距離，　h：踏切時

・着地時の重心高の差においては，危険率5％未満で変化がみられた。

　表4は，基本的に表2と同様，各項目とa項目との相関係数を示したものであるが，表3

と同様に，各被験者のbest　record試行のみを対象として算出した値である。

　基本的には表2と同様の傾向であるが，n数が被験者数44と減った中で，　pre－test，

post・test一貫して危険率1％未満で有意な相関が得られた項昌は，　c：飛行距離，　h：踏

切時・着地時の重心高の差，k：跳躍初速度，　s：着地時大転子角度であり，また両テスト

共に危険率5％未満で有意な相関が得られた項霞として，9：着地重心角度，P：踏切蒔振

上脚膝角度があげられ，さらに。：踏切時踏切脚膝角度のpre－testにおいても，　P〈0．05で

有意な相関がみられた。

　これら表1～4の結果を合わせ考えると，跳躍距離との相関という意味で，とくに飛行距

離と跳躍初速度との相関が高いことから，より大きな跳躍初速度で，より大きな飛行距離を

得ることが，跳躍距離獲得のための最大条件であることは，物理的原理，先行研究結果から
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も，当然のことと確認できFることはもちろんのことながら，踏切時において，踏切脚をしっ

かり伸ばし，振上脚の膝をしめて引き上げるような脚の動作，着一時において，重心や大転

子の位置に対して，より前方に足先を持っていくことで着地距離を増大させること，両方の

結果として，踏切時・着地時の重心高の差を大きくすること，こういつた要因が，より大き

な跳躍距離を獲得するために必要であることが示唆されたと考える。

　pre－testとpost－testの比較という観点でみると，跳躍距離と跳躍初速度は，全試行の平

均値でわずかに低下し，best　record試行間のt検定においても，有意に低下したという結

果であった。跳躍距離の低下は，踏切距離の低下と飛行距離のわずかな低下に起因すると考

えられるが，着地距離には有意な増大が認められた。両テストのbest　record試行間のt検

定において，有意な変化を示した項目のうち，着地重心角度の減少，着地時大転子角度の減

少といった結果は，着地時の重心や大転子の位置に対し，できるだけ前方に足を出す動作の

改善と考えられ，着地距離の増大を裏づける結果と考えられる。

　また，踏切時振上脚の膝角度が減少し，膝をしめて引き上げる動作が改善されたと考えら

れる反面，踏切脚の膝角度が減少し，前述のように，踏切距離が減少するという結果も得ら

れ，全体的平均値からだけではなく，もう少し各試行を細分化し，あるいは個々的に検討す

表5　pre－test，　post－testの各被験者のbest　record試行における記録ランク別の各項

　　目の平均値

record　rank　　～249 250～299 300～349 350～

・t・m（pre紫m3）（謬、）（。聖eg）（1讐、）（。鵬、）（1魁，）（1擢eg）（魁）

a
b
C
d
e
f
g
h
i
j
k
l
m
a
O
P
q
r
S
t

0
2
5
2
5
3
1
6
3
5
3
3
8
7
7
7
8
1
2
8

　
　
　
　
　
　
　
・
0
　
・
7
　
・
　
・

0
6
5
9
0
6
1
0
・
2
・
7
2
／
8
3
7
1
5
8

4
3
7
2
6
6
6
3
6
1
4
5
9
5
5
8
9
1
4
9

2
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1

0
1
6
0
0
0
9
1
0
5
4
4
1
1
1
2
7
4
8
5

　
・
・
・
・
…
9
・
5
・
・

7
1
5
2
8
0
6
7
・
4
・
8
0
3
7
5
7
7
1
0

4
3
8
3
5
7
5
3
8
1
4
5
9
5
5
1
7
2
4
8

2
　

1
瀧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
　
　
　
1
1

3
2
0
7
7
6
2
7
8
5
2
5
5
7
0
2
8
3
5
4

　
　
　
　
　
…
6
　
・
－
　
曾
　
・

6
0
9
8
2
4
1
5
・
1
・
2
0
1
0
6
7
1
3
2

8
4
1
2
6
6
6
3
4
！
5
5
9
6
6
6
9
1
4
9

9
血
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　1
　
　
　1

2
2
0
5
8
5
2
7
1
3
6
7
7
5
7
8
4
2
6
3

　
　
　
　
　
　
・
　
・
つ
」
　
・
∩
フ
　
・
　
・

2
3
0
5
8
8
3
4
・
1
・
3
7
5
6
7
8
0
1
3

7
3
1
3
5
6
5
3
5
1
4
5
8
5
5
5
9
1
4
9

2
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　1

7
5
4
1
8
1
9
0
0
2
1
0
2
2
2
3
5
8
7
8

・
・
・
・
・
…
5
・
6
・
・

8
9
6
3
2
6
8
6
・
2
・
5
1
5
1
0
9
0
！
7

1
3
4
3
6
6
5
3
5
！
5
5
8
5
6
6
9
1
4
9

3
　
　
り
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
■
　
　
　
－

1
0
9
6
5
3
1
6
1
5
9
6
6
3
1
6
6
4
8
3

　
　
　
　
　
　
・
・
6
・
5
・
・
・
・
…
卜
・

7
5
4
7
9
8
0
0
・
2
・
3
4
7
9
4
6
！
7
6

2
3
5
3
5
6
5
4
4
1
5
5
8
5
5
5
9
1
3
8

3
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　！

9
9
8
3
9
7
4
7
2
0
9
6
8
5
8
1
！
3
1
6

・
・
・
・
・
…
0
・
9
・
・
・
・
…
．
・

2
9
0
2
8
6
8
2
・
5
・
7
1
1
4
1
2
0
9
4

6
3
9
3
5
6
5
4
5
1
5
5
9
6
6
6
0
1
3
8

つ
σ
　

り
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
！
　
1

0
3
6
6
9
3
1
9
5
1
3
6
9
6
9
9
0
5
8
5

・
・
・
・
・
…
9
・
9
・
・

婆
7
3
6
8
7
0
4
・
3
・
6
8
7
2
7
8
4
6
3

6
3
9
3
5
6
5
4
5
1
5
5
8
5
6
4
9
1
3
7

3
　

9
自
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1



三條：小学校高学年生走幅跳の跳躍躍離を決定する要礪 63

る必要があると判断された。

　そういった観点から示したものが，表5および表6である。

　表5は，pre－test，　post－testの各被験者のbest　record試行を対象に，跳躍記録のランク

別に各項目の平均値を示したものである。pre－testとpost・testの比較という意味では，被

験者数も違い，また必ずしも同一の被験者が両テストを通じて同じランクに位置するわけで

はないので，全体的な傾向として把握しようと考えた。

　跳躍記録のランクの移行にしたがって，ある～定傾向の増減をしていると考え得る項目と

して，a＝跳躍距離（これを基にランクづけをしたので当然のことながら），　c：飛行距離，

h：踏切時・着地時の重心高の差，k：跳躍初速度，　o：踏切蒔踏切脚膝角度，　P：踏切蒔

振上履膝角度，s：着地時大転子角度などがあげられ，表1～4から判断されたように，こ

れらの項目が，跳躍距離決定に大きな影響をもつ要因であることを裏づける結果であろう。

また，preからpostへの変化という観点では，前述のようにn数も異なり直接的比較が難

しい面もあるが，踏切距離の減少，着地距離の増大，踏込重心角度の滅少，踏切重心角度の

増大，着地重心角度の減少，跳躍初速度の減少，踏切時貸三脚膝角度の減少，踏切声振上脚

膝角度の減少，着地時大転子角度の減少，などが読み取れる。また，跳躍距離350cm以上

の人数が減り，250～299cmのランクの人数が増えたことは，全体として跳躍距離の平均値

表6　pre－test，　post・testの6試行の跳躍記録の平均値が特に増1威（±5％以上，±10％

　　以上）した被験者の各項目の平均値の変化
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がわずかに低下したことを裏づける結果であろう。

　表6は，pre・test，　post－testそれぞれ6試行の跳躍記録の平均値が，特に大きく増減（士

5％以上あるいは±10％以上）した被験者の，分析した3試行全ての各項屠の平均値を示し

たものである。被験者全てを対象とした全体的把握から，さらにより具体的，事例的な意味

で，実際に記録の増大した者，低下した者の試行において，どういつだ項目に明らかな変化

がみられたかを考察しようとした。

　被験者全体の平均値からみられた，踏切距離の減少，着地距離の増大はここでも同様に認

められ，踏切距離は，跳躍距離が増大した被験者の場合でも低下していた。着地距離はいず

れの平均値も増大し，とくに10％以上記録の伸びた被験者の場合に大きな増加が見られた。

また，全体の平均値においてはあまり大きな変化の見られなかった飛行距離では，跳躍距離

の増減と同様に大きな変化を示しており，実際に記録が伸びたり低下したりする場合に，飛

行距離が直接的に関わっていることを示すものであると考えられる。

　踏切時・着地時の重心高の差や跳躍初速度は，記録の増大に伴って増加，記録の低下に伴

って減少という様相を示しており，これらの要困が跳躍距離獲得のために重要な要因である

ことを確認することができる。また，o：踏切時踏切脚膝角度やs：着地時大転子角度など

を見ると，踏切時に踏切脚をしっかり伸ばす，着地時に大転子

の位置に対しできるだけ足先を前方へ出す，といった動作がよ

り大きな跳躍距離獲得のために貢献するという，全体の平均値

から考えられたことの裏づけとなる結果であると思われた。

　最：後に，各項目の再現性を見るため，各被験者のpre－test，

post－testそれぞれのbest　record試行を対象とした，各項目相

互の相関係数を求めた結果を示したものが，表7である。

　とくに高い相関を示した項目として，a；跳躍距離，Cl飛

行距離，k：跳躍初速度があげられ，これらは順位性という意

味での個人差がはっきりしている項目と思われる。逆に，b：

踏切距離　f：踏切重心角度，h：踏切時・着地時の重心高の

差，i：踏込角，1：踏込時踏込脚膝角度，　r：踏切時振上脚

大腿引上げ角度，Sl着地時大転子角度などに有意な相関が認

められなかった。これらの項目は，もともとあまり個人差や順

位性がない項目と考えられる場合と，たとえぽs：着地時大転

子角度のように，ある一定以上の練習効果があり，被験者ごと

の練習効果の程度に差が生じて，結果両テストにおける順位性

が変化してしまった場合と，両方の場合があるように考察され

た。

考 察

表7　各被験者のpre－

　　test，　post－testの

　　best　record試ll「テやこ

　　おける各項目間の楊

　　関係数　（n＝騒）

item CQefficient

a
b
C
d
e
f
g
h
i
j
k
l
n
n
O
P
q
r
S
t

　0．830＊＊

　0．005

　0，816＊＊

　0．434＊率

　0．417零＊

　0．024

　0．417泌

　0，282

－0．0！0

　0，364＊

　0．762＊＊

　0．262

　0．362＊

　0．385＊＊

　0．442＊＊

　0．542纏

　0，299＊

　0．247

　0．293

　0．524＊＊

本研究では，分析された各項目が跳躍距離獲得のためにどの　　・P＜0．05　・・P＜0．01
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ように貢献するかを，実測された跳躍距離との相関をみることから判断しようとした。全跳

躍距離を，踏切瞬間，着地瞬間の重心位置から便宜的に分割したなかでの飛行距離というも

のが，いくつかの技術書η12）で見られるように，重心移行距離とも呼ばれ，身体重心が放物

線を描き，跳躍距離の大部分を決定してしまう部分であることから，跳躍距離と高い相関を

示したことは当然と考えられるが，もう一つ終始一貫して高い相関を示したものは，跳躍初

速度であった。植屋ら2）が，跳躍初速度を水平成分と垂直成分に分け，垂直成分と跳躍距離

とに有意な相関が認められなかったことから，飛行距離はタッチダウン速度一跳躍初速度の

水平成分一によりもたらされる，と結論したように，走幅跳の踏切の技術性を考えるならば，

本来跳躍初速度を水平，垂直分力としてとらえるべきではあろうが，とにかく，跳躍（踏

切）瞬間の速度が，跳躍距離決定に最も大きな影響を持つことは間違いない事実である。ま

た，助走速度，跳躍初速度といったように，若干速度要因の数値算出の方法が異なるものの，

本研究の跳躍距離と初速度の相関係数は，いくつかの先行研究玉）2剛1）における跳躍距離と速

度要因との相関より高い値を示している。深代ら1D，門屋ら2）の報籍では，男女の比較から，

性差を示しているし，筆者がすでに行った報告6＞では，本研究と岡様にかなり高い相関を示

している。こういつたことから，この跳躍距離と初速度の高い門端というものが，小学6年

生男子生徒レベルでの走幅跳の技術特性を反映したものなのか，あるいは分析方法を含めた，

方法論上の差異をも反映しているのか，さらに検討していきたい。

　さらに深代らH）は，重回帰分析を用いて，跳躍距離，助走速度，技術，相互の因果関係を

みることを試みており，そのような方法を用いることで，より総合的なとり扱いができ，練

習による因果関係の変化といったものを知ることのできる可能牲もあるので，今後の課題と

したい。

　結果の項で述べたように，pre－testからpost・testへと，踏切距離は減少し，着地距離は

増大した。踏切距離はとくに跳躍距離との間に有意な相関はなく，また両テスト聞での踏切

距離相互の相関も低いことから，個人差や順位性があまりないか，あるいはぼらつきが非常

に大きかったとも考えられ，さらに検討の余地を残すこととなった。着地距離の増大は，着

地重心角度や着地時大転子角度の減少によるものと考えられ，跳躍記録の伸びた被験者の場

合に，これらの角度のとくに大きな減少がみられたことから，着地時に重心や大転子の位置

に対してより前方へ足先を出す動作の改善という意味で，ひとつの練習効果と考えられた。

飛行距離は跳躍距離と最も高い相関があり，事例的にみた，跳躍記録の増減した被験者の結

果から，跳躍初速度と共に，実際の記録の増減に伴って大きな変動を示す要因であると考察

された。

　結果の項でとくに触れなかった項目としての跳躍角度は，跳躍距離との相関では，一貫し

た高い値は得られなかったものの，物理的原理からも重要な要因となるはずであるが，前述

したように，「適切な」角度ということでの“適切さ”が問題となると考えられる。岡野は，

著者9）のなかで「記録の向上（3～8m台）に伴い，必ずしも跳躍角度の向上は見られず，

むしろ，どの記録レベルにおいても，跳躍角度がほぼ15～22度の範囲内にある」というよう

に説明し，また，ポポフ3＞によれぽ，「最良の踏切技術は，水平速度の減少を最少限（0，8
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m／秒～！．Om／秒）におさえ，その中で20度前後の跳躍角度を得ることである」としてい

る。

　助走速度が速くなるほど，跳躍角度を得ることが難しくなること，また，跳躍角度が大き

ければ良いということではなく，助走速度，跳躍初速度との関連のなかで，適切な跳躍角度

が必要であることから，跳躍記録との高い相関は得られなかったものの，表5でみられた，

350cm以上跳躍した被験者の跳躍角度が他群よりやや高く，とくにpre－testでは平均15．0

度を示したことからも，小学校高学年段階における望ましい角度というものは考えられるは

ずで，さらにデータを集積し，検討して行きたい。

　練習効果という観点からは，全体として，跳躍初速度，跳躍距離共にわずかケこ低下し，記

録の向上という意味での練習効果が認められなかった。これは，pre－test，　post－testにお

ける天侯条件の差にも起因した面があったと思われ，フィールド実験とはいいながら，いか

に実験条件を統一するか，とくにトレーニング実験では現実的な課題ではあろう。しかしな

がら，単なる走幅跳動作の繰り返しにもかかわらず，着地動作の改善がなされたと考えられ

る結果も得られ，また，踏切時における振上脚の動作等，動きという面で，練習効果を得れ

る可能性も示唆された。

　深代らlo）は，幼児および児童にみられる走幅跳の動作の改善に関する研究で，着地動作を

除いて，練習による動作の著しい改善が認められたと報告している。とくに着地動作におい

てのみ効果が認められなかった点で，本研究結果とは異なるが，そういった先行研究結果も

含めて，小学校高学年生走幅跳において，より大きな跳躍距離獲得のための動きの改善が，

トレーニングにより行われる可能性があると考える。

ま　と　め

　本研究は，小学校6年生男子における，練習をはさんで前後の，走幅跳の踏切から着地ま

でを撮影した16mmフィルムの分析結果から，小学校高学年生の走幅跳における，跳躍巨離

決定に影響を与える要因について，練習効果についての考察を含めて検討することを目的と

した。

　結果，本研究の分析項目で，とくに踏切距離と相関の高かった項目は，跳躍初速度と飛行

距離であり，これらは個々的，事例的にみると，被験者の跳躍距離が増減する場合に，大き

な変動を示すことがわかった。また，跳躍距離との相関から，踏切時に踏切脚をしっかり伸

ばし，振上脚の膝をしめて引き上げるといった脚の動作，着地時により前方へ足先を出し着

地距離を増大させること，これらの結果として踏切・着地時における重心高の差を大きくす

ることなどが，跳躍距離獲得のために有効であると考察された。

　練習効果という点では，全体としては，跳躍初速度が低下し，跳躍距離の増大が認められ

なかった。しかし単なる走幅跳の繰り返しにもかかわらず，着地動作の改善がなされたと考

えられる結果も得られた。また，跳躍距離がかなり伸びた被験者においては，跳躍初速度，

飛行距離，着地距離が増大し，また踏切蒔，着地時の動作も改善されたと考えられる結果で，

いくつかの点から練習効果が認められた。
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　本研究では，踏切から着地までの局面を対象に分析したが，その周颪を生み出す過程とし

て助走局面があり，そこには各種の助走技術が存在するであろう。それをどのようにとらえ，

分析していくかも重要である。また，フィルムに示されたある一コマの分析ということだけ

ではなく，動作の連続性をいかに考えるかも重要となろう。これらのことを総合的にふまえ

ながら，さらに，より直接的に走幅跳における記録向上をねらった技術指導を行った場合に

練習効果はどうなるか，といった課題を含めて，小学生走幅跳の分析を継続したいと考える。

　最後に，本研究を進めるにあたり，御協力をいただいた長野市立柳原小学校の宮本伸一先

生はじめ諸先生方，並びに被験者となっていただいた生徒の皆さん方に感謝いたします。ま

た，フィルムの分析に関し御壷導いただきました静岡大学伊藤宏助教授に感謝いたします。

　本研究は，昭和62年度文部省科学研究費補助研究（課題番号62780129）による研究成果の

一部である。
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